
　

市
と
県
南
安
曇
農
業
高
等
学
校
（
西

村
清
利
校
長
）
は
、
農
業
分
野
で
の
連

携
協
定
を
結
び
、市
役
所
で
９
月
８
日
、

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
西
村
校
長
は
「
協
定
締

結
を
機
に
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り

地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ
、
宮
澤

市
長
は
「
田
園
産
業
都
市
を
掲
げ
る

市
に
と
っ
て
農
業
は
主
力
産
業
。
連
携

に
よ
り
地
域
の
産
業
の
育
成
を
図
り
た

　

日
帰
り
温
泉
入
浴
施
設
「
安
曇
野

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
の
起
工
式
が
９

月
25
日
、
穂
高
有
明
の
ビ
フ
穂
高
北

側
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
市
や
市
議
会
な
ど
の
関
係
者

約
80
人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は
「
市

民
の
福
祉
、
健
康
増
進
に
寄
与
し
、

ビ
フ
穂
高
と
連
携
し
西
側
山
麓
の
観

光
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
出
陣

式
が
９
月
18
日
、
豊
科
南
穂
高
の

防
災
広
場
で
行
わ
れ
、
安
曇
野
交
通

安
全
協
会
市
内
各
支
部
や
警
察
、
市

交
通
安
全
協
議
会
な
ど
関
係
者
約

１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
運
動
期
間
が
秋
の
連
休

と
重
な
り
、
当
市
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
市
独
自
で
運
動
期
間
の

開
始
を
早
め
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
官
学
連
携
協
定
は
、
市
農
業
・

農
村
振
興
基
本
計
画
に
掲
げ
る「
農
業・

農
村
の
振
興
」
と
、
同
校
の
教
育
目
標

で
あ
る
「
健
康
で
教
養
豊
か
な
科
学
的

農
業
人
の
育
成
」
を
目
的
に
結
ぶ
も
の

で
す
。
協
定
の
主
な
内
容
は
、
生
徒
と

市
民
の
交
流
や
新
品
種
導
入
・
新
技
術

開
発
で
の
共
同
研
究
、
生
徒
の
就
農
支

援
促
進
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
協
力

　

新
し
い
建
物
は
、
地
上
１
階
、
地

下
１
階
の
鉄
骨
造
り
で
、
床
面
積
は

約
１
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
大
浴

場
や
露
天
風
呂
、
家
族
風
呂
な
ど
を

備
え
、
床
暖
房
に
松
枯
れ
材
や
間
伐

材
を
利
用
し
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

し
ま
す
。

　

昭
和
48
年
に
開
業
し
た
市
営
し
ゃ

く
な
げ
荘
と
隣
接
す
る
温
泉
健
康

館
、
有
明
宮
城
地
区
に
あ
る
老
人
保

し
た
。

　

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
交
通

安
全
の
意
識
向
上
を
図
り
、
ま
た
、

市
内
各
地
域
で
も
交
通
事
故
が
無
く

な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
防
災
広
場
近
く
の
交
差

点
２
カ
所
で
、
通
勤
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
の
ぼ
り
旗
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、

街
頭
啓
発
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

す
る
も
の
で
、
専
門
職
業
高
校
で
あ
る

同
校
と
の
連
携
は
、
将
来
の
担
い
手
の

育
成
や
市
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
加
工
品

の
試
作
研
究
や
、
首
都
圏
で
生
徒
が
市

内
産
農
産
物
・
加
工
品
の
販
売
実
習
で

消
費
者
と
接
す
る
機
会
を
市
が
設
け
、

就
農
意
識
の
向
上
を
支
援
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

■
農
業
の
担
い
手
育
成
へ　

南
安
曇
農
業
高
校
と
連
携
協
定
締
結

■
日
帰
り
温
泉
入
浴
施
設　

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
が
起
工 

■
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト　

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

健
セ
ン
タ
ー
は
、
天
然
温
泉
を
楽
し

め
る
施
設
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
が
合
併
前
か
ら
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
審
議
会
な
ど

の
検
討
を
経
て
、
３
施
設
に
代
わ
る

施
設
と
し
て
今
回
整
備
し
ま
す
。

　

開
業
は
、
平
成
28
年
10
月
の
予
定

で
す
。

　

本
市
で
は
、
９
月
末
日
現
在
、

３
３
０
日
間
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
し
、
交
通
事
故
を
１
件

で
も
減
ら
す
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
を
踏

ま
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
10
年
後
の

安
曇
野
市
の
姿
を
考
え
て
も
ら
う
た

め
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
９
月
５
日
、
堀
金
総
合
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
区
の
関
係
者
や
市
民
等

約
２
５
０
人
が
参
加
。
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
元
三
重
県
知
事
で
早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
北
川
正
恭
さ

ん
が
「
次
な
る
10
年
に
向
か
っ
て
」
と

題
し
、
講
演
。
国
の
地
方
分
権
政
策

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
形
式
的
な
地

方
へ
の
権
限
移
譲
は
終
わ
り
、
今
は
実

質
的
な
分
権
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と

し
「
市
民
や
議
会
、
市
が
緊
張
感
を

持
っ
て
自
分
た
ち
の
住
む
街
を
経
営
す

る
時
が
来
て
い
る
」
と
会
場
に
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
区
長
会
や
商
工
会
、

市
民
活
動
団
体
の
代
表
、
11
月
の
中

学
生
議
会
に
出
席
す
る
生
徒
が
参
加

し
、「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
の

中
で
安
曇
野
市
が
目
指
す
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
や
市
が
果
た
す
役
割

な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

■
10
年
後
の
安
曇
野
市
を
考
え
る　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

起工式であいさつする宮澤市長のぼり旗などで交通安全を呼び掛けた

握手する西村校長（左）と宮澤市長

意見交換をするパネラーの皆さん

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス
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